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・ 新庁舎建設のなぜ？なに？ ………
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西門川小学校最後の入学式
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　津波など災害のときに防災拠点となるようにする
ために、土地の造成（土を６ｍ盛るなど）をしたり、
仮の役場の移転費用などに、別に12億（合計42億
円）以上が必要になります。費用は高くない方がいい
ですよね。

　今の庁舎は築 50 年を超えかなり老朽化していま
す。エレベーターもありませんし、別館などもあって
わかりにくいです。いつかは役場も建て替えないとい
けないのですが、緊急防災･減災事業債の活用期間
の延長（これまでの３年から４年）になったことで、
建て替えの費用にメドがたちました。

　新庁舎は町の防災の拠点となります。近年は地震
や台風だけでなく大雨による被害も多くあり、早い
救済が求められますが、その中で重要な役割を果た
します。また、建物や駐車場も広くなり、エレベータ
ーもできるので、これまで以上に町民の方も利用し
やすくなります。

　門川町には、消防庁の定めた避難できる限界距離（半径 500ｍ）内に避難
場所がありますが、今後の取り組みの中で必要に応じて検討していきたいと考
えております。また、今年度予算では地域の防災力向上のため、様々な備品の
購入や計画の策定に４千万円以上を組んでいます。

今あるところに建てたらいかんと？

なんで今建てないかんと？

新庁舎ができて、良いことあると？

避難タワーはつくらんと？

　車や自転車の他に、かどっぴータクシーも利用で
きますが、不便にならないよう議会としても要望し
ていきます。また、新庁舎への道路では、上り下り
に負担の少ないよう配慮し、東側には手すり設置の
避難路をつくります。

　建設費用の30億円のうち、18億円ほどを借入（借
金）します。これは、緊急防災・減災事業債といって、
借入した額の70％が戻ってくるものです。今しか使え
ない制度で、この緊急防災・減災事業債を使うことで、
建設費用は17.8 億円まで抑えられることができま
す。（計算の詳細は下をご覧ください。）今度できるところ（平城）は高いとこ

ろにあるけんどん、不便じゃねぇと？

門川町はあんまりお金がないとに
そんげ値段の高い庁舎を建てていいとけ？
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特集 新庁舎建設のなぜ？なに？
　これまで議会は、新庁舎建設に関係する多くのことについて協議してきました。その中で多
くの町民の方に十分伝わっていないことや誤解されていることがわかりました。ここで新庁舎
建設について、あらためて考えてみましょう。

※緊急防災･減災事業債を使わなかったら？ふつうに新庁舎を建てるなら？
　一般的に新庁舎を建てる場合は、その全額を市町村が負担することになります。国や県からの補助金
などはありません。緊急防災・減災事業債を使った場合、30億円の事業費のうち借り入れ金を18.3億円
としたら、その利息は1.8億円です。これらの70％（18.3億円＋1.8億円＝20.1億円　20.1億円×70%＝
14億円）が交付税措置として戻ってきます。

　みなさんが新築のマイホームを建てる時、どんなローンを組みますか？
同じように門川町もローンを組んで、門川町民の財産である新しい庁舎
をつくります。「緊急防災・減災事業債」は現在、門川町民にとって一番お
金をかけないやさしい借入れです。借りたお金は約３０年かけて国に返し
ていきます。

完成予想図

　大体の建設費用が30億円です。建物本体の工事、
駐車場や外溝などの附帯工事、設計費用が含まれま
す。新庁舎までの道路の整備や備品、移転費用は含
まれません。議会としても費用が高くならないよう十
分に注視していきます。

①新庁舎建設本体工事
②附帯工事
③設計等委託料

④　　　　　　計

⑤借入額
⑥町の持ち出し額

　　　　　　　計

⑦⑤借入額の利息
⑧後で戻ってくる額
⑨町の負担する額 (④ +⑦ - ⑧ )

23.8 億円
……………………………………4.7 億円

………………………1.5 億円

……………………………30.0 億円

……………………………………18.3 億円
…………………………11.7 億円

……………………………30.0 億円

……………………………1.8 億円
…………………………14.0 億円

…………17.8 億円

新庁舎建設ってたくさんお金が
いるちゃねえと？

★新庁舎建設の財源★

町民のみなさんが注目
している"新庁舎"です。
議会でも、しっかりと
監視していきます！

※�各地区では「自主防災組織整備補助金」を活用し、
避難路など整備しています

豆 知 識

注目 !!

≪ 新庁舎建設事業 ≫ 

「現在の場所」に新しい庁舎を建設すると？ 

どうやってつくるの？

●津波浸水区域なので、Ｌ
　型擁壁を建てて６ｍ盛
　り土をして、新しい庁舎
　を建設します。

●建設する間、仮庁舎に移
　転します。

●６ｍ上までの取り付け
　道路を建設します。

●外見は、駐車場も作るの
　で、庁舎はお城のような
　感じになります。

お金はどれくらいかかるの？

６メートルの盛り土費
（約１０億円）

＋
仮庁舎移転費

（約２億４０００万円）
＋

新庁舎建設・付帯工事費
各種委託料
（約３０億円）

合計42億4千万円

「予定の高台」に新しい庁舎を建設すると？

どうやってつくるの？

●もともと門川町が持っ
　ている土地を利用しま
　す。

●現在の道路を広げて取
　り付け道路を建設しま
　す。

●外見は、３階建ての平た
　い感じになります。

お金はどれくらいかかるの？

新庁舎建設・付帯工事費
各種委託料
（約３０億円）

合計30億円

どうなるの？どうなるの？

今の場所と高台を比べると、
12億４千万円増える!!
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平成31年度 当初予算

一　般　会　計 88億7300万円 18.3%増

国民健康保険事業 23億7912万円 0.4%減

後期高齢者医療 4億3462万円 1.3%増

介護保険事業 16億1917万円 2.9%増

簡易水道事業 1279万円 17.1%増

公営企業会計（水道事業） 5億7529万円 2.4%増

合計 138億9399万円 11.4%増

新
年
度
予
算
、つ
い
に
可
決
‼

本年度、門川町では緊急防災・減災事業債を活用して、大きな災害に対して備えます。
これによって、門川町民の税金が上がることはありません。

特
別
会
計

建設期間18か月のうち、本年度分 国にする借金の金額

庁舎建設整備事業

備蓄倉庫整備事業等

屋上避難施設
機能強化事業

屋上避難所収納
ベンチ整備事業

元利償還金の70％

事業名

16億4900万円

2088万円

1089万円

272万円 68万円

事業費

4億2000万円

基金等

12億2700万円

2080万円

1080万円

200万円

起債額

185万円

8万円

9万円

4万円

一般財源 交付税措置等国・県等

※国に借りたお金
　の70％が地方
　交付税で返って
　きます。

※増減率は平成30年度
　６月補正後との比較

注目!!

補助金 貯金

緊急防災・減災事業債を活用する‼

 

緊急防災・減災事業債を含む、
いわば門川町の借金です 

ゴミ・し尿の処理費です

福祉に使うお金です

「緊急防災・減災事業債」を積極的に取り入れ、町民の
生命と財産を守るための、町民にやさしい予算を実現！ 

みんなで 
守ろう！ 

私たちの 

 

門川町！ 

民生費
２９億９５５８万円

町税
１５億５０５４万円

総務費
２８億３０６８万円

衛生費
６億３５０４万円

教育費
６億２５１６万円

公債費
５億９３８０万円

農林水産費
２億７９９６万円

その他
２億５４５万円

地方交付税
２０億９０００万円

繰入金
１０億７１００万円

５億９７５６万円
国庫支出金

８億８２０８万円

県支出金
７億１４４２万円

町債
１５億６２６０万円

その他
４億４８０万円

保育や医療など
使い道が決まっている
補助金です

門川町の規模や、人口に応じて
国から交付されるお金です

地方消費税交付金

地方譲与税

地方特例交付金

自動車取得税交付金

配当割交付金

交通安全対策特別交付金

株式等譲渡所得割交付金

利子割交付金

諸収入

使用料及び手数料

繰越金

分担金及び負担金

財産収入

寄付金

収入
88億7300万円

支出
88億7300万円

本年度は防災対策の強

化を重点課題とし、防

災の拠点となる「新庁

舎建設」とあわせて災

害に強いまちづくりの

ための災害対策の強化

を図るなどの予算編成

を行った。

土木費
３億８０３０万円

消防費
３億２７０２万円

借り入れの返済金です



総務財政厚生常任委員会の所管課は次のとおりです。
議会事務局・総務課・財政課（新庁舎建設室）・まちづくり推進課（企画政策係及び地方
創生推進係）・税務課・会計課・町民課・福祉課・広域行政との連絡調整・
他の委員会の所管に属しない事項

（写真上段左より）森　　誠一　　中城　資力　　神﨑　千香子　　内山田　善信
（写真下段左より）山岡　節夫　　水永　正継（委員長）　　出口　希俊（副委員長）
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総
務
財
政
厚
生
常
任
委
員
会

問
備
蓄
倉
庫
に
つ
い
て
、
今

年
度
は
何
箇
所
設
置
か
。

答
７
箇
所
設
置
、場
所
は
こ

れ
か
ら
決
め
る
。

問
大
津
波
災
害
に
備
え
て
、

自
助
で
用
意
で
き
な
い
高

齢
者
、要
支
援
者
に
だ
け
で

も
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

検
討
は
で
き
な
い
か
。

答
自
助
と
し
て
、個
人
の
責

任
で
用
意
し
て
ほ
し
い
。要

支
援
者
に
は
検
討
し
て
み

る
。

問
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
端
末
１
５
０
台
購
入
予

定
だ
が
、役
場
職
員
の
デ
ー

タ
入
力
作
業
は
大
変
な
負

担
に
な
っ
て
い
な
い
か
。本

端
末
を
利
用
し
て
Ａ
Ｉ
技

術
等
を
導
入
す
る
予
定
は

な
い
か
。

答
本
年
は
、導
入
準
備
の
た

め
職
員
研
修
を
計
画
し
て

い
る
。

問
地
区
会
長
会
の
研
修
で
、

講
師
が「
門
川
町
の
海
岸
沿

い
は
避
難
場
所
が
少
な
い
。

避
難
計
画
が
立
て
に
く
い
」

と
話
し
た
そ
う
だ
が
、今
回

の
予
算
の
反
映
は
。

答
今
回
は
、小
学
校
屋
上
に

備
蓄
倉
庫
、太
陽
光
発
電
ラ

イ
ト
、
避
難
ベ
ン
チ
な
ど
。

問
他
機
関
共
同
包
括
的
支

援
体
制
構
築
委
託
料
の
内

容
は
。

答
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
つ
な
が

り
」
で
は
、
複
数
の
課
題
を

複
合
的
に
抱
え
て
い
る
世
帯

を
職
員
が
訪
問
し
、
問
題
を

掌
握
し
、
推
進
会
議
で
解
決

策
を
練
り
、
地
域
社
会
に
適

合
さ
せ
て
い
く
活
動
を
委
託

し
て
い
る
。

問
入
湯
税
が
１
５
０
円
の

根
拠
は
。

答
税
の
範
囲
で
あ
る
20
円

か
ら
２
５
０
円
の
範
囲
の

標
準
値
１
５
０
円
を
採
用

し
て
い
る
。

（
記　

出
口
）

問
新
庁
舎
建
設
費
の
金
額

提
示
は
正
確
な
金
額
な
の

か
。

答
最
大
限
に
か
か
る
金
額

で
あ
り
、こ
れ
以
上
は
か
か

ら
な
い
。

問
庁
舎
跡
地
利
用
検
討
支

援
業
務
と
庁
舎
跡
地
利
用

検
討
委
員
会
と
の
関
係
は
。

答
平
成
31
、32
年
度
で
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
跡
地
利
用

を
検
討
さ
せ
る
。並
行
し
て

庁
舎
跡
地
利
用
検
討
委
員

会
を
開
い
て
い
く
。

問
心
の
杜
の
売
り
上
げ
に

対
し
て
、経
費
が
か
か
り
す

ぎ
で
は
な
い
か
。

答
20
年
経
っ
た
結
果
、
器

具
、機
械
類
の
対
応
年
数
を

超
え
た
た
め
取
り
替
え
に

必
要
な
経
費
が
発
生
し
赤

字
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

問
心
の
杜
入
場
者
数
は
。

答
平
成
28
年
度
20
万
９
９

９
５
人
、
29
年
度
20
万
３

９
６
８
人
。

問
国
民
健
康
保
険
税
を
安

く
す
る
方
策
は
。

答
健
康
指
導
を
行
い
、医
療

費
の
削
減
に
努
め
て
い
る
。

問
新
た
な
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
と
は
。

答
健
診
デ
ー
タ
を
集
約
化

し
て
、住
民
の
健
康
管
理
等

を
把
握
し
、家
庭
訪
問
等
を

通
じ
て
、疾
病
の
事
前
予
防

に
あ
た
る
計
画
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
率
は
。

答
平
成
31
年
２
月
末
現
在
、

申
請
者
１
，７
０
８
人
（
９

％
）、
交
付
者
１
，
４
２
６

人
（
７
．
８
％
）。

問
待
機
児
童
者
数
は
。

答
平
成
30
年
10
月
現
在
で

６
人
。

問
重
度
障
害
者
医
療
費
の

中
身
は
。

答
県
要
綱
に
基
づ
く
基
準

で
、精
神
障
害
者
の
医
療
費

は
入
っ
て
い
な
い
。県
内
で

は
、医
療
費
対
象
の
自
治
体

も
あ
る
。

総
務
財
政
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
課

町
民
課

福
祉
課

主
な
質
疑

平成31年臨時会報告
平成31年第１回臨時会（２月４開催）
平成30年度一般会計補正予算の専決処分の承認
　　議員候補者増による候補者表示物増設に100万円

平成30年度一般会計補正予算
　　小・中学校冷房設備工事等に合わせて１億6,902万円
　（ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金事業を活用
　　することによる補正）
　　子育て人づくりセンターの駐車場整備に573万１千円
　　ふるさと納税の増収に伴い、返礼品の経費等に150万円
　　町営住宅の緊急な修繕に50万円

平成31年第２回臨時会（３月11日開催）
議長選挙・副議長選挙・議席の指定・各常任委員会等の選任
門川町監査委員の選任同意

　　選出された議員　　　森川　春夫　氏

税
務
課

財
政
課
・
新
庁
舎
建
設
室

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・
心
の
杜

冷房設備（イメージ）

承認

可決

NPO法人つながりの事務所

日向市防災ベンチ

防災備蓄倉庫
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産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

問
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、

対
象
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
の

か
、
ま
た
対
象
者
は
。

答
対
象
は
こ
れ
ま
で
と
異

な
り
、２
０
１
９
年
度
の
住

民
税
非
課
税
者
、ま
た
は
３

歳
未
満
の
子
供
が
い
る
家

庭
の
世
帯
主
。
ま
た
、対
象

者
は
非
課
税
者
４
７
０
０

人
程
度
、３
歳
未
満
の
子
供

が
い
る
世
帯（
子
供
の
数
）

は
約
５
０
０
人
で
合
計

５
２
０
０
人
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
。　

問
中
小
企
業
販
路
拡
大
支

援
事
業
補
助
で
、海
外
開
催

商
談
会
に
本
町
か
ら
出
展

し
た
こ
と
は
。

答
町
内
事
業
所
に
は
、医
療

関
係
お
よ
び
水
産
加
工
・
製

造
業
の
事
業
者
な
ど
で
、一

部
海
外
の
市
場
に
展
開
し

て
い
る
事
業
所
も
あ
る
。一

部
の
経
費
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

答
来
年
度
業
務
を
始
め
る

中
で
、Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
し

な
が
ら
進
め
る
。こ
の
業
務

は
単
年
度
予
算
だ
が
実
際

は
３
～
４
年
は
協
議
を
含

め
て
か
か
る
と
考
え
て
い

る
。県
道
側
か
ら
の
施
工
に

関
し
て
縦
断
設
計
、横
断
設

計
、勾
配
等
を
考
慮
す
る
な

ら
、不
確
定
な
と
こ
ろ
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、途

中
で
の
修
正
も
困
難
と
な

る
。

問
公
園
事
業
費
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
、都
市

公
園
の
中
で
未
設
置
は
あ

る
の
か
。

答
半
分
程
度
は
設
置
し
て

い
る
状
況
だ
が
、要
望
等
が

あ
れ
ば
必
要
性
に
鑑
み
て

随
時
設
置
し
て
い
き
た
い
。

問
ト
イ
レ
洋
式
化
の
工
事

に
つ
い
て
、予
定
箇
所
数
は
。

答
和
式
を
全
部
洋
式
化
し

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、扉

の
開
閉
等
の
関
係
か
ら
な

か
な
か
進
ま
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。校
舎
１
階
部
分

の
ト
イ
レ
を
改
修
予
定
。

（
門
小
16
、
草
小
14
、
五
十

鈴
小
17
、
門
中
15
）

問
就
学
援
助
に
つ
い
て
、対

象
人
数
は
。

答
予
算
計
上
時
の
見
込
み

と
し
て
は
、小
学
校
の
要
保

護
・
準
保
護
１
～
６
年
生

１
２
０
名
特
別
支
援
奨
励

費
１
～
６
年
生
13
名
と
、中

学
校
で
は
要
保
護
・
準
保
護

１
～
３
年
生
70
名
、特
別
支

援
奨
励
費
１
～
３
年
生
４

名
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

問
農
業
委
員
会
の
定
例
会

は
何
回
開
催
さ
れ
る
の
か
。

答
毎
月
末
、年
間
12
回
を
基

本
と
し
、急
を
要
す
る
要
件

が
あ
る
と
き
は
随
時
開
催

さ
れ
る
。

問
里
海
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
具
体
的
内
容
は
。

答
海
藻
の
母ぼ

藻そ
う

を
植
え
る

イ
ベ
ン
ト
を
し
、
一
般
の

方
々
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
。里
海
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
、町

内
の
魚
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ

ン
ト
開
催
等
を
予
定
し
て

い
る
。町
が
実
施
主
体
で
あ

る
が
、両
漁
協
の
保
全
会
と

も
協
議
し
て
実
施
す
る
予

定
。

問
フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
の

出
荷
目
途
は
。

答
現
在
一
番
成
長
し
て
い

る
株
が
約
４
年
。実
が
つ
き

始
め
た
が
出
荷
で
き
る
ほ

ど
の
生
産
量
に
は
至
っ
て

い
な
い
。さ
ら
に
４
～
５
年

は
か
か
る
の
で
は
な
い
か

と
試
算
し
て
い
る
。

問
尾
末
・
納
屋
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
基
本
調
査
の
期
間

と
内
容
は
。

答
２
年
か
け
て
基
本
調
査

を
す
る
。今
回
が
初
動
段
階

の
調
査
に
な
る
。
土
地
・
家

屋
の
権
利
者
の
調
査
や
所

有
者
・
家
屋
等
に
つ
い
て
調

査
し
、相
対
的
に
数
量
や
面

積
な
ど
を
調
査
す
る
。

問
加
草
中
村
線
は
概
略
設

計
修
正
業
務
が
終
わ
っ
て

か
ら
、Ｊ
Ｒ
と
の
交
渉
を
始

め
る
の
か
。
ま
た
、県
道
側

か
ら
の
施
工
は
可
能
か
。

予　

算　

審　

査

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

農
林
水
産
課

教
育
総
務
課

社
会
教
育
課

環
境
水
道
課

建
設
課

主
な
質
疑

問
武
道
館
費
の
調
査
業
務

で
、昭
和
48
年
以
前
の
も
の

は
Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ

ェ
ニ
ー
ル
）が
入
っ
て
い
る

は
ず
だ
が
、そ
れ
が
該
当
す

る
の
か
。

答
調
査
対
象
が
昭
和
52
年

３
月
以
前
で
あ
る
。武
道
館

は
昭
和
51
年
に
建
築
さ
れ

て
い
る
の
で
調
査
す
る
。

問
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

調
査
補
助
金
と
あ
る
が
、調

査
は
定
期
的
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

答
年
間
を
通
し
て
行
っ
て

い
る
。繁
殖
調
査
は
２
月
～

５
月
、そ
れ
以
外
は
枇
榔
島

で
ほ
か
の
海
鳥
な
ど
の
生

態
調
査
・
環
境
調
査
も
行
っ

て
い
る
。

問
平
城
区
画
１
号
線
配
水

管
工
事
は
新
庁
舎
建
設
に

か
か
る
道
路
工
事
と
併
せ

て
す
る
の
か
。

答
老
朽
管
の
布
設
替
え
に

よ
る
も
の
で
あ
る
が
、新
庁

舎
に
か
か
る
道
路
工
事
と

併
せ
て
行
う
こ
と
で
、費
用

を
抑
制
で
き
る
の
で
併
せ

て
行
う
。

問
基
幹
管
路
耐
震
化
事
業

Ｊ
Ｒ
へ
の
負
担
金
と
は
具

体
的
に
。

答
南
ヶ
丘
入
り
口
の
、踏
切

の
下
に
水
道
管
を
敷
設
し

た
い
が
、町
で
は
で
き
ず
Ｊ

Ｒ
九
州
に
設
計
工
事
と
と

も
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、そ
の
う
ち
の
設
計

分
の
負
担
金
。
大
き
さ
は

１
５
０
ｍ
ｍ
を
予
定
。

（
記　

宇
都
宮
）

フィンガーライム

防犯カメラ

南ヶ丘入り口の踏切

カンムリウミスズメ

プレミアム商品券（写真は昨年販売したもの）

産業建設文教常任委員会の所管課は次のとおりです。
農林水産課・農業委員会・まちづくり推進課（商工観光係）・建設課（門川町高速道対策
室）・環境水道課・教育総務課・社会教育課　

（写真上段左より）広瀬　拓也　　森川　春夫　　菊地　稿治　　岩佐　祐一
（写真下段左より）安田　茂明　　請関　義人（委員長）　　宇都宮　三良（副委員長）
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問
災
害
時
な
ど
電
柱
や
鉄

道
高
圧
架
線
の
倒
壊
も
考

え
ら
れ
る
が
、
感
電
の
恐

れ
は
。

　

大
変
危
険
。
近
づ
い
た

り
触
っ
た
り
せ
ず
、
た
だ

ち
に
九
州
電
力
や
役
場
に

連
絡
を
。

問
三
ケ
瀬
地
区
赤
木
に
至

る
県
道
八
重
原
・
延
岡
線

は
平
成
28
年
の
台
風
に
よ

り
道
路
が
一
部
崩
落
、
長

期
間
通
行
不
能
に
な
り
、

住
民
は
大
変
困
難
な
生
活

を
強
い
ら
れ
た
。
早
期
改

良
を
求
め
た
い
。

　

当
路
線
は
大
原
・
赤
木

間
の
他
に
、
上
井
野
コ
モ

原
田
・
大
原
間
も
未
改
良

区
で
あ
る
。
県
や
国
に
整

備
を
要
望
し
て
い
る
が
、

多
額
の
事
業
費
や
優
先
順

位
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

通
行
不
能
の
場
合
は
、
た

だ
ち
に
県
と
連
携
し
て
取

り
組
む
。

　

現
在
、
国
の
補
助
事
業

と
し
て
阿
仙
原
地
区
の
改

問
新
庁
舎
建
設
予
定
地
へ

の
避
難
通
路
は
ど
こ
に
。

　

門
川
高
等
学
校
か
ら
通

じ
る
平
城
区
画
１
号
線
、

及
び
平
城
町
営
住
宅
東
側

の
平
城
区
画
16
号
線
。
い

ず
れ
も
町
道
。

　

歩
道
は
、
愛
宕
山
街
区

公
園
付
近
か
ら
登
っ
て
い

く
通
路
、
及
び
門
川
神
社

参
道
付
近
か
ら
登
っ
て
い

く
通
路
。

問
地
震
・
津
波
の
「
一
次

避
難
所
」
は
68
箇
所
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
整

備
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
は
。

　

自
主
防
災
組
織
活
動
助

成
事
業
で
は
、
11
地
区
延

べ
28
事
業
で
避
難
通
路
の

整
備
完
了
。

　

町
が
定
め
た
緊
急
避
難

場
所
で
は
、
門
川
小
・
草

川
小
の
屋
上
、
中
央
公
民

館
が
完
了
。
日
向
病
院
・

田
中
病
院
を
緊
急
避
難
ビ

ル
に
指
定
済
み
。

問
防
災
対
策
に
つ
い
て
本

格
的
に
整
備
に
取
り
組
む

べ
き
と
こ
ろ
は
。

　

小
学
校
屋
上
に
ソ
ー
ラ

ー
充
電
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯

や
備
蓄
用
防
災
ベ
ン
チ
の

整
備
を
計
画
。

　

地
区
の
自
主
防
災
組
織

に
対
し
て
備
蓄
倉
庫
設
置

や
食
料
・
水
な
ど
の
備
蓄

も
補
助
対
象
に
す
る
。

　

ま
た
地
区
防
災
計
画
の

作
成
を
予
定
。
避
難
場
所

等
の
設
置
が
必
要
で
あ
れ

　地震・津波対策、取り組むべきところは
水
み ず な が

永　正
ま さ つ ぐ

継

町長　地区防災計画の作成を進めていく

ば
考
え
て
い
き
た
い
。

問
尾
末
・
納
屋
地
区
か
ら
西

ノ
山
な
ど
避
難
場
所
・
通
路

の
今
後
の
整
備
は
。

　

白
石
病
院
か
ら
門
川
保

育
園
、
町
営
西
ノ
山
住
宅
、

西
ノ
山
高
台
に
か
け
て
は
、

最
大
想
定
で
の
津
波
浸
水

区
域
外
な
の
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
整
備
は
考
え
て
い

な
い
。

良
を
進
め
て
い
る
。

問
梅
ノ
木
地
区
の
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
は
。

　

平
成
30
年
度
は
じ
め
に

実
施
し
た
現
地
測
量
・
設

計
業
務
内
容
に
つ
い
て
、

関
係
地
権
者
の
了
解
を
得

ら
れ
れ
ば
、
用
地
の
測
量

買
収
に
進
み
、
工
事
着
手

と
な
る
。

　

令
和
４
年
度
完
成
予
定
。

地
元
の
協
力
を
求
め
な
が

ら
、
県
と
連
携
し
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
い
く
。

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

問
門
川
町
に
お
け
る
、
今

後
の
農
業
に
対
し
て
の
展

望
は
。

　

本
町
の
農
業
は
温
暖
多

照
な
気
象
条
件
を
活
か
し
、

水
稲
を
は
じ
め
と
し
て
、

施
設
野
菜
・
果
樹
・
花
き
・

畜
産
な
ど
を
推
進
し
て
い

る
。
ま
た
、
加
工
品
の
開

発
・
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど「
６

次
産
業
化
」
の
取
り
組
み

は
農
業
の
活
性
化
に
繋
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

問
門
川
町
に
は
、
農
業
研

修
生
を
受
け
入
れ
て
、
熱

心
に
指
導
を
し
て
い
る
農

家
や
、
新
し
く
農
業
を
始

め
て
み
よ
う
と
希
望
を
持

つ
若
者
が
い
る
。だ
が
、技

術
を
身
に
つ
け
て
も
、
新

規
就
農
に
た
ど
り
着
け
な

い
現
状
が
あ
る
。
門
川
町

は
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

本
町
は
認
定
新
規
就
農

者
制
度
や
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業
の
積
極
的
な

活
用
を
通
し
、
県
や
Ｊ
Ａ

等
各
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
一
方
で
、
農

地
の
賃
貸
価
格
が
割
高
で

あ
る
こ
と
や
貸
し
手
側
と

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
そ
の
一

因
。
農
業
委
員
会
と
協
力

し
な
が
ら
農
地
利
用
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

問
新
規
就
農
者
に
対
す
る

門
川
町
の
支
援
は
。

　

県
の
農
地
賃
借
料
の
補

助
事
業
制
度
や
農
業
機
械

リ
ー
ス
料
補
助
事
業
な
ど

を
活
用
し
、
今
後
も
県
や

Ｊ
Ａ
等
各
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
経
済
的
な
支

援
や
農
業
経
営
の
支
援
に

努
め
、
農
業
担
い
手
の
確

保
・
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
ス
タ
ン
バ
イ
農
地
の
概

要
は
。

　

ス
タ
ン
バ
イ
農
地
は
、

新
た
な
担
い
手
が
農
地
を

速
や
か
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
農
地
中
間
管
理
機
構

と
町
や
農
業
委
員
会
、
Ｊ

Ａ
、
宮
崎
県
な
ど
が
連
携

し
、
あ
ら
か
じ
め
農
地
を

用
意
し
て
お
く
新
た
な
仕

組
み
で
、
平
成
31
年
度
か

ら
始
ま
る
予
定
の
事
業
。

問
新
し
い
技
術
を
導
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
既
存
の

農
家
に
対
し
て
の
支
援
は
。

　

一
昨
年
よ
り
農
業
振
興

品
目
開
拓
事
業
を
創
設
し
、

先
進
技
術
の
導
入
の
為
の

現
地
調
査
や
、
新
た
な
振

興
品
目
の
開
拓
に
向
け
た

取
り
組
み
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
中
山
地
区
の
ミ

ニ
ト
マ
ト
集
出
荷
施
設
の

整
備
も
進
ん
で
い
て
、
販

売
力
の
向
上
や
流
通
面
で

の
支
援
の
強
化
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　「新規就農者」に支援を
中
なか

城
じょう

　資
よ し か つ

力　

町長　農地利用のあり方を検討する

西ノ山高台 高規格ハウス

建造中のミニトマト集出荷施設 ミニトマト栽培

梅ノ木地区方面の山を望む

門川神社参道付近
からの避難通路

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問



　

将
来
に
わ
た
り
継
続
出

来
る
組
織
を
構
築
す
る
為

に
、
団
の
指
揮
系
統
や
他

分
団
と
の
配
慮
、処
遇
、組

織
設
計
が
必
要
で
あ
り
、

消
防
団
関
係
者
と
十
分
に

協
議
し
前
向
き
に
進
め
て

い
き
た
い
。

　
昨
年
の
台
風
24
号
で
、

土
砂
崩
れ
や
道
路
冠
水
が

起
き
て
重
機
が
必
要
な
場

面
が
あ
っ
た
。

　
災
害
規
模
も
年
々
大
き

く
な
っ
て
い
る
為
、
早
急

な
検
討
を
期
待
す
る
。

（
出
口
）
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る
よ
う
に
、
交
通
の
事
情
、

他
の
官
公
署
と
の
連
携
に

つ
い
て
適
当
な
考
慮
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、具

体
的
に
検
討
し
た
の
か
。

　

新
庁
舎
の
位
置
は
現
庁

舎
か
ら
近
く
、
近
隣
に
は

町
営
住
宅
や
学
校
、
一
般

住
宅
な
ど
が
あ
り
、
地
方

自
治
法
第
４
条
は
遵
守
で

き
て
い
る
。

問
草
川
地
区
な
ど
、
役
場

が
遠
く
な
っ
て
不
便
に
な

る
地
域
や
自
動
車
に
乗
れ

な
い
高
齢
者
、
身
障
者
の

方
々
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　

順
次
そ
の
こ
と
に
は
、

配
慮
し
て
い
き
た
い
。

問
庁
舎
を
作
っ
て
か
ら
、

町
民
に
配
慮
す
る
と
は
、

順
序
が
逆
で
は
な
い
か
。

　
か
ど
っ
ぴ
ー
バ
ス
が
回
っ

て
い
る
の
で
、便
数
を
増
や

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

新
庁
舎
建
設
室
長

 

新
庁
舎
建
設
室
長

問
「
新
庁
舎
よ
り
住
民
の

命
を
守
る
施
策
を
優
先
す

べ
き
」
と
※
町
内
の
有
権

者
８
千
２
５
３
名
※
の
声

も
あ
る
。
町
民
の
声
に
誠

実
に
答
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

※
８
千
２
５
３
名
の
署
名

　

昨
年
９
月
３
日
、
住
民
団
体

「
門
川
町
を
考
え
る
会
（
黒
木

巧
代
表
）」
か
ら
町
長
・
議
長
宛

に
提
出
さ
れ
た
陳
情
書

　

避
難
場
所
は
、
国
の
定

め
た
避
難
限
界
距
離
５
０

０
ｍ
の
半
径
の
中
に
あ
る
。

　

自
助
、
共
助
の
取
り
組

み
の
中
で
考
え
て
い
く
。

問
区
長
会
の
研
修
で
防
災

セ
ン
タ
ー
の
講
師
が
、
門

川
の
海
岸
線
は
、
逃
げ
場

が
非
常
に
少
な
く
、
防
災

計
画
が
立
て
に
く
い
」
と

話
し
て
い
る
。
町
長
の
考

え
は
、
手
ぬ
る
い
の
で
は

な
い
か
。

　

町
民
の
命
、
財
産
な
ど

諸
々
の
事
を
考
え
て
い
る
。

　

長
期
的
な
財
政
計
画
の

中
で
の
判
断
だ
。
詳
し
い

金
額
に
つ
い
て
は
、
今
か

ら
積
算
し
て
い
く
。

問
病
後
児
保
育
に
つ
い
て
。

　

子
育
て
人
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
環
境
整
備
な
ど
条

件
が
整
っ
て
始
め
た
い
。

問
児
童
ク
ラ
ブ
６
年
ま
で

の
延
長
に
つ
い
て
。

　

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

づ
く
り
の
中
で
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
多
様
な
教
育
の
場
の
確

保
の
た
め
に
西
門
川
小
中

学
校
の
存
続
を
。

　

現
在
、
閉
校
の
た
め
の

準
備
を
し
て
い
る
。

す
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

問
高
齢
者
や
身
障
者
の

方
々
が
バ
ス
の
時
刻
に
合

わ
せ
て
動
く
と
い
う
の
は
、

不
便
で
は
な
い
か
。

　

そ
う
し
た
全
て
の
こ
と

に
配
慮
し
た
上
で
の
計
画
。

問
公
共
施
設
等
管
理
計
画

で
は
、
今
後
学
校
関
係
だ

け
で
も
維
持
費
が
２
億
円

か
か
る
が
新
庁
舎
の
維
持

運
営
費
は
。

　庁舎より避難場所が先では
神
か ん ざ き

﨑　千
ち

香
か

子
こ

　

町長　自助、共助の取り組みの中で検討

問
庁
舎
建
設
は
町
づ
く
り

と
一
体
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
の
整
合
性
も
検
討

し
て
い
な
い
。

　

新
庁
舎
は
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
６
つ
の
区
域
の

１
つ
「
居
住
地
ゾ
ー
ン
」

の
中
に
あ
り
、「
商
業
業
務

ゾ
ー
ン
」
に
隣
接
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
大

き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

整
合
性
は
図
ら
れ
て
い
る
。

問
現
庁
舎
は
、郵
便
局
、銀

行
、
図
書
館
な
ど
に
近
く
、

町
民
の
利
便
性
が
良
い
。

地
方
自
治
法
で
も
「
住
民

の
利
用
に
最
も
便
利
で
あ

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　機能別消防団の設立計画は
出
で

口
ぐ ち

　希
ま れ と し

俊

町長　消防団関係者と協議し進めていく

問
減
少
し
て
い
る
消
防
団

員
の
現
勢
を
１
０
０
万
人

以
上
に
回
復
さ
せ
る
施
策

を
消
防
庁
が
打
ち
出
し
た

が
、
門
川
町
と
し
て
も
対

策
計
画
す
べ
き
で
は
。

　

本
町
の
現
在
の
団
員
数

は
４
月
１
日
現
在
、
前
年

に
比
べ
て
９
人
増
加
し

３
３
４
人
に
な
っ
て
い
る
。

要
因
と
し
て
音
楽
隊
の
再

結
成
、
女
性
団
員
の
増
加

で
あ
り
、
今
後
も
幅
広
い

層
か
ら
の
確
保
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

問
８
市
町
村
で
３
５
１
人

が
機
能
別
消
防
団
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
が
、
門

川
町
の
機
能
別
消
防
団
の

設
立
と
大
規
模
災
害
団
員

の
確
保
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
現

在
の
団
員
数
で
通
常
の
災

害
対
応
は
、
十
分
機
能
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

大
規
模
災
害
団
員
に
つ
い

て
は
災
害
時
の
即
時
対
応

能
力
を
上
げ
る
一
手
段
と

認
識
し
て
い
る
。

問
門
川
町
消
防
団
、
高
級

幹
部
退
団
者
か
ら
各
分
団

「
１
、
２
、
３
、
４
分
団

長
」
経
験
者
が
代
表
で
指

揮
を
と
り
、基
本
団
員
、自

主
防
災
組
織
と
連
携
を
図

り
、
町
長
、
ま
た
は
団
長

及
び
高
級
幹
部
の
出
動
要

請
に
応
じ
て
活
動
出
来
る

機
能
別
消
防
団
の
体
制
作

り
が
良
い
の
で
は
。

新庁舎建設予定地

新庁舎への取り付け道路入り口

2011.3.11
東日本大震災

福島県
（写真上・下）

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市町村名

美郷町

高鍋町

宮崎市

都農町

延岡市

西米良村

小林市

日向市

活動内容団員数

101

6

14

74

26

42

24

64

発足年月日

H18.4.1

H19.4.1

H19.6.3

H21.10.1

H23.4.1

H26.4.1

H27.4.1

H28.4.1

大規模災害団員または
機能別団員の名称

２班団員

機能別団員

水上バイク隊

都農町消防団

延岡市消防団支援団員

西米良村消防支援団員

支援団員

機能別団員

有事の後方支援　予防啓発活動　防災訓練等

昼間の火災等の際に出動する

水難救助活動

昼間の火災等の際に出動する

災害発生時の初期対応を主とする

消防防災活動支援

大会等への参加は免除し、災害時に出動

火災時の消火活動を行う。
ラッパ隊支援団員はラッパ隊活動のみ出動する

議
員
よ
り
一
言
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う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
平
成
29

年
に
国
に
お
い
て
学
校
運
営
協
議
会

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
平
成
31
年
度
に
門
川
中
学
校
に

学
校
運
営
協
議
会
を
先
行
導
入
し
、
翌

年
度
に
は
全
校
に
導
入
し
て
い
く
予

定
で
、
同
条
例
に
「
学
校
運
営
協
議
会

委
員
」
を
加
え
報
酬
を
定
め
る
も
の
。

　

ま
た
、
地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働

し
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
支
え
地
域
を
創
生
す
る
「
地
域
学
校

協
働
活
動
」
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

29
年
に
社
会
教
育
法
が
改
正
さ
れ
規

定
が
整
備
さ
れ
た
。
平
成
31
年
度
よ
り

「
学
校
支
援
地
域
本
部
」
を
「
地
域
学

校
協
働
本
部
」
に
発
展
さ
せ
、
同
条
例

の
「
地
域
教
育
協
議
会
委
員
」
を
「
地

域
学
校
協
働
本
部
員
」
に
改
め
、
報
酬

を
定
め
る
も
の
。（

可
決
・
全
員
賛
成
）

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

国
の
定
め
る
法
律
の
支
給
対
象
範

囲
に
、
県
の
定
め
る
要
綱
の
支
給
対
象

範
囲
を
加
え
、
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る

よ
う
に
改
正
す
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

水
道
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
及
び

資
格
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資

格
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

技
術
士
法
及
び
学
校
教
育
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
水
道
法
令
に
お
け
る

水
道
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
及
び

資
格
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資

格
要
件
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
法

令
を
参
酌
し
て
制
定
さ
れ
た
本
条
例

に
お
け
る
資
格
要
件
に
つ
い
て
も
、
同

様
に
改
正
す
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

町
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止

　

認
定
す
る
路
線
は
大
池
通
り
線
、
栄

町
33
号
線
、
栄
町
34
号
線
、
中
須
20
号

線
、
21
号
線
、
22
号
線
、
長
峰
中
通
り

線
の
７
路
線
。

　

廃
止
す
る
路
線
は
大
池
通
り
線
の

１
路
線
と
す
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
の
設
置
に

関
す
る
決
議

　

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
す
た
め
に
、
議
会
の
動
き
を

町
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
中
で
審
議
状
況
の
周
知
を
図
り
な

が
ら
、
さ
ら
に
議
会
広
報
等
の
調
査
研

究
を
行
う
も
の
。（

採
択
・
全
員
賛
成
）

（
記　

広
瀬
）

東
臼
杵
郡
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

本
年
３
月
末
で
任
期
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
委
員
を
選
任
す
る
に
あ
た

り
、
議
会
に
意
見
を
求
め
る
も
の
。

選
任
さ
れ
た
委
員

　

本
田　

芳
秋
氏
（
門
川
町
在
住
）

　

鎌
田
雄
二
郎
氏
（
美
郷
町
在
住
）

　

松
岡　
　

鍾
氏
（
椎
葉
村
在
住
）

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

長
時
間
労
働
の
是
正
の
た
め
、
正
規

の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
け
る

勤
務
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
規
則
で

定
め
る
よ
う
、
改
正
す
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

近
年
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
や
学
校
が
抱
え
る
課
題
は
複
雑
化
・

多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
学
校
と
地
域

の
連
携
・
協
働
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。　

　

そ
こ
で
学
校
や
地
域
が
抱
え
る
課

題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
地
域
を
担

人　

事　

案　

件

そ　

の　

他

発　
　

議

条　

例　

の　

改　

正

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

３月定例会　表決表
各議員の審査結果（○：賛成、●：反対、―：議長）

平成31年度門川町一般会計当初予算

議　　案

（全員賛成の議案は除きます。）

○

広
瀬

　拓
也

○

宇
都
宮
三
良

○

出
口

　希
俊

○

山
岡

　節
夫

○

中
城

　資
力

○

森
川

　春
夫

○

菊
地

　稿
治

○

森

　
　誠
一

○

請
関

　義
人

○

水
永

　正
継

●

神
﨑
千
香
子

○

安
田

　茂
明

○

岩
佐

　祐
一

－

内
山
田
善
信

門川町議会の新しい議員が決まりました

内山田　善信（63）

次回６月定例会の予定…※日程は変更になる場合があります

【議　長】
うちやまだ よしのぶ

岩佐　祐一（67）

【副議長】
いわさ ゆういち

神﨑　千香子（63）
かんざき ちかこ

安田　茂明（70）
やすだ しげあき

菊地　稿治（69）
きくち こうじ

請関　義人（70）
うけぜき よしひと

森　　誠一（67）
もり せいいち

中城　資力（45）
なかじょう よしかつ

森川　春夫（64）
もりかわ はるお

水永　正継（71）
みずなが まさつぐ

出口　希俊（60）

11日（火）

12日（水）

13日（木）

18日（火）

６/11日（火）
～

６/18日（火）

議場にきてみらんね！（開会）議案の上程

一般質問

一般質問

議案の採決（閉会）

でぐち まれとし

山岡　節夫（74）
やまおか せつお

広瀬　拓也（33）
ひろせ たくや

宇都宮　三良（39）
うつみのや みつよし

前回の３月定例会には27名の方に傍聴
していただきました。
左記の日程は変更になる可能性がありま
すが、どなたでも傍聴できますのでぜひ
お越しください！
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■発行者 /門川町議会議長　内山田善信
■編集 /議会広報編集特別委員会
　〒889-0696　宮崎県東臼杵郡門川町本町１丁目１番地　ＴＥＬ：（0982）63-1140
■議会広報編集特別委員会 /委員長　岩佐　祐一　副委員長　中城　資力
　　　　　　　　　　　　　委　員　出口　希俊　宇都宮　三良　広瀬　拓也
■印刷 /安井株式会社

　元号が５月１日より新たになりました。新しい議会も新人４人を迎
えて更に皆様への情報発信に努めて参りたいと存じます。
　議会広報編集特別委員会も５名でスタートと相成り、また、３人が
新人議員であり、伝統の中に新風を吹き込んで頂けるものと確信して
おります。

（記　岩佐）

■平成から令和へ

■将来の夢はロボットを創る人になること。小さいときから
たくさんロボットの本を読んだし、理科も得意だから。そのた
めに図書館でたくさん本を読んだり、理科・算数をがんばった
りしている。■体育は走るのがいちばん好き。陸上もやってい
る。■学校ではよくサッカーやドッジボールをしてる。ちなみ
に好きな給食はカレー。小さい頃から大好き！■西門川はホ
タルが見られるのが好き。お父さんが取ってきたカブトムシ
も自分で育ててるよ！■誰にでもやさしくできて、いろんな
ことができる人になりたいな。

篠塚　隆弥さん（西門川小学校６年）
しのつか りゅうや

■将来の夢は、お母さんのような立派な保育士になりたい。
子ども達と一緒に遊んだり、笑顔を見るのが好き。■夢を叶え
るために、いろんな人たちと会話をしたり、積極的に行動した
り、日々努力している。■現在、生徒会副会長。■いろんな人に
認められて、頼られる人になりたい。日本人として、当たり前
のことを当たり前に出来る人になりたい。■ソフトテニス部
主将としてチームを率い、県大会上位入賞を狙って現在奮闘
中。■好きなアーティストは「あいみょん」で、好きな給食は
「りっちゃんサラダ」自分でも作ってみた。お父さんに美味し
いって褒められました。■これからも一生懸命頑張っていき
ます。応援よろしくね！

寺田　愛海さん（門川中学校３年）
てら だ あい み

■将来の夢は海上保安官になること。幼稚園生の頃に幼稚園
に来てくれて憧れて、人の命を救えるようになりたいと思っ
たから。学校の授業では算数が得意で、解けたときの「キター」
という達成感が好き。夢を叶える為に、苦手な国語(特に漢字)
の勉強を頑張っている。■小学生から空手と陸上を始め、陸上
の大会では100ｍ走に出場し、14秒台で走るのが目標。空手
では型の部で8月に福岡で行われる全国大会に出場し、去年で
きなかった二回戦突破を目標に練習を頑張っている。■好き
な給食はあげパンで、学校のボランティア活動も積極的に参
加する。■もし町長になったら、町内の川を、泳いでいい川に
したい。プールだとお金がかかるから。

谷川　洸亮さん（草川小学校６年）

夢に向かって
頑張る子どもたちに
エールをおくります！

たにかわ こうすけ


